
 

   

 

   

おいしくてたのしくて、なつにぴったりな「ながしそ

うめん」。ながしそうめんをはじめたら、おともだちが

あつまっていろんなものをながしはじめたよ。さけに

すいかにきゅうりまで！？  （ささきみお作
さ く

 鈴木
す ず き

出版
しゅっぱん

) 

むしとりにきたのに、おとうとはぼくのじゃまばか

り。かっとなってずんずんもりをあるいていくと、うし

ろにいたおとうとのすがたがみえなくなり…。 

    （ふくだいわお作
さ く

 光村
みつむら

教育
きょういく

図書
と し ょ

） 

  
 

「この世
よ

のはてにあるという青
あお

くて四角
し か く

でうたうも

の」をさがしにきた海賊
かいぞく

トレジャ。大
おお

食
ぐ

いで、らんぼう

で気
き

が短
みじか

いトレジャに、良
りょう

太
た

はすっかりふりまわさ

れて…。               (柏葉
かしわば

幸子
さ ち こ

作
さ く

 偕成社
かいせいしゃ

） 

特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

ってどんな学校
がっこう

で、どんな子
こ

たち

が通
かよ

っているの？ はじめて特別
とくべつ

支
し

援
えん

学
がっ

級
きゅう

をおと

ずれた小学
しょうがく

４年生
ねんせい

のわたるには、おどろきの連続
れんぞく

で…。                 (横田
よ こ た

明子
あ き こ

作
さ く

 佼
こ う

成
せい

出版
しゅっぱん

社
しゃ

） 

はじめての金魚
きんぎょ

&メダカ  しずかな魔女
ま じ ょ

 

おうちにむかえるじゅんびから、すいそうの手入
て い

れ、金魚
きんぎょ

やメダカのしゅうせい、けんこうチェックま

で。たくさんの写真
しゃしん

とイラストで、飼
か

いかたをわかりや

すくかいせつします。             （メイツ出版
しゅっぱん

） 

図書館
と し ょ か ん

司書
し し ょ

の深津
ふかつ

にレファレンスを頼んだ不登校
ふ と う こ う

の草子
そ う こ

は、白
しろ

い紙
かみ

の束
たば

を渡される。そこには「しずか

な魔女
ま じ ょ

」という題
だい

の、ふたりの少女
しょうじょ

のひと夏
なつ

の物語
ものがたり

が

つづられていた。      （市川
いちかわ

朔久子
さ く こ

作
さ く

 岩崎
いわさき

書店
しょてん

） 

書          名 著  者  名 ジャンル ラベル 

古地図で楽しむ信州 笹  本  正 治 地  理 S サ 

水運史から世界の水へ  徳仁親王（天皇） 水 運 史 517.0 ﾅ 

おうちで作るプレミアム食パン 高 橋 雅 子 料   理 595.6 ﾀ 

 三 遊 亭 圓 朝 演  芸    913.7 ｻ 

       化物蝋燭      F ｷｳ 

病気で右手を失っても、左手で描き続け、幼

い子供たちを残して 35 歳で早世した女性画

家・三橋節子。独特の画風で多くの人々を魅了

した画家の壮絶な生涯を描いた小説。ああああ

あああああああ   （植松三十里著 文藝春秋） 

｢見えてない奴の方が幸せなのさ。見える者か

らすれば、滑稽でも哀れでもね。｣ 隣に越して

来た若夫婦の男は、既に死んだはずではなかっ

たのか？ 江戸の市井を舞台に描く、切なく儚

い七つの奇譚集。  （木内昇著 朝日新聞出版） 

      希望の糸      F ﾋｶﾞ       カザアナ      F ﾓﾘ 

閑静な住宅街で小さな喫茶店を営む女性が殺

された。容疑者は常連客だったひとりの男性。

災害で２人の子供を失った彼は、深い悩みを抱

えていた。容疑者たちの複雑な運命に、若き刑

事が挑む。        （東野圭吾著 講談社） 

国の規制が増した息苦しい社会で、タフに生

きる入谷ファミリー。ある日、石や虫と心を通

わせる不思議な力を持つ「カザアナ」の末裔と

出会い、人々を笑顔にするささやかな奇跡を起

こしてゆく。    （森絵都著 朝日新聞出版） 
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◆◆◆貸出
か し だ

し中
ちゅう

の場合
ば あ い

は予約
よ や く

ができます◆◆◆ 

 

手
て

と手
て

をぎゅっとにぎったら ぼくんちの海賊
かいぞく

トレジャ K913 ｶ 

桂歌丸 口伝 圓朝怪談噺 

小
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空と湖水      F ｳｴ 

夏
なつ

とおとうとと ながしそうめん 


